































































































































































































































































 V絵  心…
 二
『
 ;密着ほ正常犬45頭を使用し,左1心耳肺動脈馨1…〉魔¥術について実験的研究を試み,次の嘱箕な
 得ゴこ。
 (⑳対照実検として旬頭に於いて猛冠動脈画旋枝甚音llを結紮し,6須(611シのが1噸1孟1以
 内に,死亡した:。これに.反し,短絡路作成後14讐乃至7日員に贋旋枝結紮を行なて)た嘆g頭では
 2頭(“%)の死亡で開らかな差を認めた。
 (2)バリウム。ゲラナソ法による冠動脈間吻合検査では対照1!1這は8碗中2・弼にのみ,物陰・を:1きめ
 fこの/二対し,篭絡路作成群では8例中6溺にこれを認め有意り差があった。
 津圭黄犬て罵誤互1旋t暴言雲栖こよ!)当然壽遜・が起るべぎ昔5泣1こ方食いても正常'〔}電図力二1守らノLブこ、,
 備前下行枝結紮による心ll!礫犬に当該手術な施行したが,手術死亡はなく安全に実施し得た、。
養
 一220一
 審・査結果要量
 CW亙、H互ei勲は島山,貧血等比較的心酸素欠亡状態では冠不全の発生狽膨が少いことに斎目
 し,矧途の外椰瞭法として左心昂月謝1贈謄躍提靴た力玉・著都こ酬拭の冠蜥
 間吻合形;成に対・ずる効果を犬を用いて検討してみた1。
 1)対照実験として左勉動脈回旋枝を結紮した所在0頭中6鎖(60%)が1時1琶1.以内に死亡
 した.之販応し,短絡附誠脚綿乃麹醐蟹の犬で醸腱結熱翻鋼ま1蠣中
 2頭(哩1%)の死亡で対照に比し朋らかな有意の差を認めた。
 2)バリウム,ゲラチン灘よる冠動灘j吻合醗では文熈講8跡2鯛に吻合擁め・短
 纏儲成群ては昨壺r師綱に1三1擁を壽麟厳でも有瀞)差があった・
 5)、醐隙心端綱騰蝉乎砿嬢際したが鯨繍ノ献言照濾磁鯉紮によ燦塞が当然
 起るべき部位に於いても正常心電図を得た。
 4)前下行枝を予め結紮しプこ心梗塞犬について短絡路テ髪成術を行った臨可2頭甲手術死亡は
 0でこひ)二濃度の{重奏プミrこむよ善言亥・塾弥冒受藝脳裏麦畠}(∋あることを矢1」つた。
 以上,左心耳,肺動脈間短絡法が冠豆ヲ」版吻合形成に有効であり,心趣巌犬でも安全に施行出来
 猛腔確め,1訪皇の外.隔∫灘ミとして+分舗飾玉あると考え励るがd;淋鮮色諦琳礁
 岨に参万曲よりの検討を要するというている。
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